
釧路赤十字病院 

 

所属メンバー 

・永島 哲郎 （昭和 50 年卒） 
・仲西 正憲 （昭和 56 年卒） 
・鈴木 靖人 （平成 7 年卒） 
・野呂  歩 （平成 8 年卒） 
・高梨久仁子 （平成 16 年卒） 

・杉山未奈子 （平成 17 年卒） 

・越田 慎一 （平成 19 年卒） 

・高田  晋 （平成 19 年卒） 

 

 

 

卒後臨床研修医 

2 名 

（他に旭川赤十字病院の初期研修医 2年目 4 名が 1か月間小児科で初期家臨床研修） 

 

 

 

専門外来  

・神経疾患外来（×1/週） 

・喘息アレルギー疾患外来（×1/週） 

・心臓疾患外来（×2/週） 

〈大学等他施設からの出張医による専門外来〉 

 ・心臓外来（×2/月） 

 ・血液悪性腫瘍外来（×1/2 ヵ月） 

 ・内分泌代謝外来（×1/3 ヵ月） 

 ・腎臓外来（×1/3 ヵ月） 

 ・遺伝染色体外来（×1/6 ヵ月） 

 

 

 

 

 

 



釧路赤十字病院 

 

病院全体の医師数  64 人 

小児科医師数  9 人 (うち非常勤  0 人) 

 

病院全体の病床数  489 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  42 床 

NICU病床数  9 床 

新生児病床数(NICUを除く)  9 床 

 

NICU としての認定      あり 

 

平均小児科外来数  119.1 人/日 

平均時間外外来数  0.7 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  2,839 人/年  

年間のべ入院患者数  17,868 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  428 人/年 

 

年間分娩数  1,230 人/年 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  159 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 24 人/年 

年間呼吸管理患者数 42 人/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



釧路赤十字病院 

 

論文・著書など 

 

なし 

 

 

 

学会発表 

 全国学会 

 

1. 杉山未奈子、藤原伸一、仲西正憲、永島哲郎、高橋有美、斎藤伸治、今井富裕: γ-グ

ロブリン大量療法およびステロイドパルス療法にて寛解した抗 MuSK 抗体陽性重症筋無

力症の一女児例. 第 52 回日本小児神経学会、福岡、2010/5/20  

2. 野呂 歩、藤原伸一、仲西正憲: 当院 2005 年、2006 年出生極低出生体重児の 3 歳時予

後(フォローアップ率 100％をめざした取り組み).  第 46 回日本周産期・新生児医学会

学術集会、神戸、2010/7/13 

3. 野呂 歩、藤原伸一: 当院妊婦(2008 年～2009 年分娩)の GBS 保菌率および GBS 妊婦よ

り出生した児の予後について.  第 55 回日本未熟児新生児医学会・学術集会、神戸、

2010/11/6 

  

 

 

地方学会 

 

1. 杉山未奈子、高田 晋、越田慎一、高梨久仁子、野呂 歩、鈴木靖人、仲西正憲、永島

哲郎、岡本孝之、伊東広臨、佐々木聡、森田 研: 非典型的溶血性尿毒症症候群(atypical 

HUS)の一例. 日本小児科学会北海道地方会第 278 回例会、札幌、2010/7/4  

2. 野呂 歩、高田 晋、越田慎一、杉山未奈子、高梨久仁子、鈴木靖人、仲西正憲、永島

哲郎: nDPAP 管理により気管切開を免れることができた喉頭軟化症の CHARGE 症候群の 1

女児例. 日本小児科学会北海道地方会第 279 回例会、札幌、2010/12/5 

3. 高梨久仁子、高田 晋、越田慎一、杉山未奈子、野呂 歩、鈴木靖人、仲西正憲、永島

哲郎、田島敏広: 当院で経験した Septo-Optic Dysplasia の 2 症例. 第 32 回北海道小

児内分泌研究会、札幌、2011/1/22 

 

 



4. 越田慎一、高田 晋、杉山未奈子、高梨久仁子、野呂 歩、鈴木靖人、仲西正憲、永島

哲郎、窪田 満: ステロイドパルス療法により寛解を得られ、自己免疫性肝炎が疑われ

た急性肝炎重症型の小児例. 日本小児科学会北海道地方会 280 回例会、旭川、2011/2/27 

  

  

 

その他社会貢献など 

 

釧路管内市町村における乳児健診や学校健診および予防接種への協力など 


